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研究代表者　滝 沢 和 彦
共同研究者　渡　邊　健　治
本土沖縄間交流による宗教的文化要素の変容に関する調査研究




研究代表者　寺 田 喜 朗
共同研究者　星　野　英　紀
日韓仏教文化交流に関する調査研究

































































































































１＋１が２以上の力を発揮している。具体的成果として、22 年度 20 名以




























文社（2013 年 4 月）、所収
⑤齋藤知明・子どもといのちの教育研究会第 14 回大会ラウンドテーブル企











































































































































































































大９m 近くの津波に襲われた。死者は認定された関連死を含めると 410 人
















































ボランティアを受け入れた。12 月まで、のべ 2,829 人のボランティアが駆
けつけたが、かれらの支援活動の舞台は、津波被害が甚大な四倉地区であっ
た。そして、参集したのは、牛込・都・東本という系統の異なる大教会のよ






日、約 100 人が会館に避難した。翌日、原発事故報道を受け、50km 圏外























































































































































































































































た新聞記事は 31 件とウェブページ上のニュース 19 件となった。









































フェレンツ（Pál Ferenc）は、毎週の火曜日夜に約 1000 名の聴衆を集め公
共施設で講演を行い、それは「パールフェリ（Pál Feri）現象」とさえ呼ば
れている。また国際的なパワースポットとして知られる先述のピリシュ山渓
には宗教施設が建立されるものの、その中心にあるドボゴーク（Dobogókő）
には、こうした宗教施設とは無関係にエネルギーを求める人々の巡礼が展開
されている。新しい宗教意識（スピリチュアリティ）としての仏教への関心
は、こうした動向と無関係ではない。
（２）公表
今後、上記報告の詳細を日本宗教学会（９月）で口頭発表、大正大学宗教学
会機関誌『宗教学年報』（上半期刊行）において報告していく。同時に 31 名
のインタビューイーの中から典型的な仏教信仰者のライフヒストリーの聞き取
り調査を行うべく今年度中に再度ブダペストでの調査を実施する予定である。
